
向山から広瀬川上流を望む。霊屋（おたまや）橋の
先には仙台の中心市街地が広がる

青葉山から大手町の間に架かる大橋 経ヶ峯の下には自然崖が見られる 六郷堀と七郷堀の共用取水口、愛宕堰みやぎの
環境保全米
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日本三景松島を望む四季の美しさ

私たちの手で「杜の都」を未来へつなぐ
　杜の都仙台を育んだ清らかな川、広瀬川。永い歳
月をかけ川の流れが大地を削り、河岸段丘や自然崖
が形成されました。1601年、伊達政宗公はこの崖の上
に仙台城を築き、広瀬川から取水し四ツ谷用水を城
下に導きました。その水は人々の暮らしを潤し、屋敷林
などのみどりを育みました。市中心部を流れる川であり
ながら、現在も荒 し々い自然崖と河岸の豊かな緑が調
和する景観を残し、貴重な動植物が生息しています。

　仙台のシンボルとして市民に親しまれてきた広瀬川。
その景観や自然環境を後世につなぐためには、保全活
動や環境学習、市民が集う水辺の空間づくり、多様性
を生かしたグリーンインフラ整備などを、市民協働で進
めていくことが必要です。あしたのみどりキャンペーンで
は、こうした取り組みを紹介し、広瀬川を守る活動の輪
を広げていきたいと考えています。杜の都の未来のた
めに、今できることから始めてみませんか。


